

























































































































































































































































































































































































































方、中国人の人間関係を語るうえ欠かせない “人情”、“面子” などの概念も “本土研究”
において提起される。費氏の「波紋図」を彷彿させる “圏
チュエンズ
子” という概念もまた、現代
中国の社会においては重層的に交差し、より複雑な様相を呈する。
　巻頭には2019年３月11日に清華大学で開催された学術論壇の翟学偉、羅家徳両氏に
よる講演を掲載する。【論説】としては、中国的「関係主義」の再考（園田茂人）、中国人
の人情と面子（翟学偉）、「自己人」の概念（楊宜音）、地縁関係コミュニケーション（張筱
平）、携帯電話の普及と対人関係（周星）、実家・婚家にまつわる女性の家庭関係（李霞）、
表現の選択についての日中言語対照研究（井上優）などを掲載する予定。乞うご期待。
